　固体が液体になる温度

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

固体が液体になる温度を正確にはかろう
金魚のカルキぬき（ハイポ）の固体をゆっくり熱して調べよう
· 前回は固体から液体に変化したときの体積と質量の変化について調べた。
· 今回はカルキ抜き（ハイポ）を使って，固体から液体になる温度（　　　　　　）を正確にはかろう。
1 小さい試験管に温度計を入れ，ハイポを温度計の赤い部分がかくれるまで入れる。
2 温度計はハイポの中にすっぽりうめる。

3 大きい試験管に約5cmの木を入れ，その中に小さい試験管を入れる。
（これは，ハイポをゆっくり熱するために試験管をわざとあたたまりにくくしている。）

4 300mlビーカーにお湯100mlを入れ，三きゃくと金あみの上にのせる。
5 ③の試験管を④の装置にセットし，ガスバーナーで加熱する。
6 時計をみる人，温度計を読む人，表を書く人など役割分担を決める。
7 ガスバーナーに火を付けてから30秒(0.5分)ごとに温度をはかる。これを55℃くらいまでやる。55℃をすぎたらやめてよい。（＝55℃までに液体になる）
◎温度の変化を記録しよう
	時間（分）
	０
	0.5
	1.0
	1.5
	2.0
	2.5
	3.0
	3.5
	4.0

	温度（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間（分）
	4.5
	5.0
	5.5
	6.0
	6.5
	7.0
	7.5
	8.0
	8.5

	温度（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間（分）
	9.0
	9.5
	10.0
	10.5
	11.0
	11.5
	12.0
	12.5
	13.0

	温度（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間（分）
	13.5
	14.0
	14.5
	15.0
	15.5
	16.0
	16.5
	17.0
	17.5

	温度（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	時間（分）
	18.0
	18.5
	19.0
	19.5
	20.0
	20.5
	21.0
	21.5
	22.0

	温度（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注）0.5分は30秒のことです。　　この表は最後まで使わなくてもかまいません。
◎固体から液体になる瞬間は　→　（　全体が急に液体になる　・　液体と固体がまじる　）
◎温度の変化について気づいたこと　→（　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎固体から液体になる時の秘密（固体から液体になるときに，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

温度の変化をグラフにしよう

◎横に時間（分），たてに温度(℃)をとって，グラフにしてみよう。
温度(℃)
時間（分）
◎どのあたりの温度が固体と液体のさかいめと言えるだろうか。グラフの中に矢印でかこう。　↑

◎ハイポが固体から液体になる温度（融点）は（　　　　　　　　）℃である。
調べてみよう
· 固体から液体に変わるときは温度が（　　　　　　　）。

☆固体・液体・気体の関係図
気体
　

固体
液体
固体が液体になる温度＝（　　　　　　）は

グラフが　　　　　　になったときの温度を見る。
